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Abstract: The purpose of this study is as follows
① To confirm the contents (guidepost, instruction contents, point to keep in mind of the instruction) of the table 
for an instruction stage of boccia 
② To compare and consider the table for an instruction stage of boccia and the training menu of boccia that is 
provided by Aichi Boccia Association
③ To consider the possibility to take in the contents of the training menu provided by Aichi Boccia Association 
into the table for an instruction stage of boccia 
The results are follows.
1）The physical education instruction of the schools for special needs education is set in consideration of a pos-
ture and the acquisition of the basic motor skill, the basics of relation with others, the basic movement that is 
necessary for everyday life, acquisition of a feeling of self-efficacy 
2）By taking in the contents of training menu providing by Aichi Boccia Association, Specifically learning princi-
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ple for the way of throwing balls, training with using newspaper, thinking strategy to get points and using 
recreational boccia rule, it is possible to create the instruction that aims life-long sport.
キーワード：体育，特別支援学校，ボッチャ，生涯スポーツ




































洞井秀之 藤田紀昭 金森克浩 
表1 ボッチャの指導段階表 
 〇指導目標  ・指導内容 ※指導の留意点 






















































































































































































































































































洞井秀之 藤田紀昭 金森克浩 
表2 あいちボチャ協会の初心者対象導入練習内容 


























































































































































































































洞井秀之 藤田紀昭 金森克浩 
 
表3 ボッチャの指導段階表とあいちボッチャ協会の初心者対象導入練習内容特徴の比較 
 特別支援学校におけるボッチャの指導段階表 あいちボッチャ協会の初心者対象導入練習内容 
年齢 小学部1年から6年まで 小学部中学年程度から高齢者まで 




















































道具 ボッチャボール4セット ボッチャボール（マイボール）協会ボール6セット 
場所 2コート 6コート 
時間 週1回×10週間 月に1～2回×1年～数年 
関心 ボッチャへの関心が低い児童～高い児童まで ボッチャへの関心が高い 
指 導
者 
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Ⅷ .おわりに
　本研究の目的は，ボッチャの指導段階表作成時の
子どもの実態を確認するとともに授業内容（指導目
標，指導内容，指導の留意点）を確認したうえで，
あいちボッチャ協会が初心者を対象に実施している
練習内容と指導段階表の授業内容と比較検討し，指
導段階表に取り入れ可能な内容について検討するこ
とであった．
　研究の結果，著者の 1人が勤務校におけるボッ
チャの指導においては姿勢と運動・動作の基本的技
能の獲得，他者とのかかわりの基礎，日常生活に必
要な基本動作，自己効力感の獲得などを考慮して設
定されており，これに競技力向上を目指したあいち
ボッチャ協会の取り入れ可能な部分，具体的には投
球時の原則を身につけるという点，新聞やペットボ
トルを使った練習，点数を取る方法を考えること，
レクリエーションボッチャを楽しむことなどを組み
合わせることで運動や日常生活の基本の動きをベー
スとしつつ，より生涯スポーツを見据えた指導内容
が可能であると考えられる．
　今後は今回検討した取り入れ可能な練習内容と方
法を実際に授業の中で試し，さらに生徒の実情に合
わせて内容と方法を調整することで，指導段階表を
改善し修正版を完成せることが課題である．
　このように特別支援学校の授業に地域の競技団体
の練習内容を取り入れることで，卒業後も同じ技術
の基盤に立った練習が可能となり，卒業後もスムー
ズに地域での活動に入っていけるものと考えられ
る．つまり，学校卒業後，競技団体が主催する練習
会や大会に出場することで子どもたちの生涯スポー
ツ実践に向けたスポーツキャリアの形成が可能にな
ると考えられる．そのためにも特別支援学校と競技
団体（今回の場合あいちボッチャ協会）の関係作り
を今後も模索していくことが必要である．
